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    第一章


    
      1ダリヨスの第だい二年ねんの八月がつに、主しゅの言葉ことばがイドの子こベレキヤの子こである預言者よげんしゃゼカリヤに臨のぞんだ、 2「主しゅはあなたがたの先祖せんぞたちに対たいして、いたくお怒いかりになった。 3それゆえ、万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられると、彼かれらに告つげよ。万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられる、わたしに帰かえれ、そうすれば、わたしもあなたがたに帰かえろうと、万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられる。 4あなたがたの先祖せんぞたちのようであってはならない。先さきの預言者よげんしゃたちは、彼かれらにむかって叫さけんで言いった、『万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、悪わるい道みちを離はなれ、悪わるいおこないを捨すてて帰かえれ』と。しかし彼かれらは聞ききいれず、耳みみをわたしに傾かたむけなかったと主しゅは言いわれる。 5あなたがたの先祖せんぞたち、彼かれらはどこにいるか。預言者よげんしゃたち、彼かれらは永遠えいえんに生いきているのか。 6しかしわたしのしもべである預言者よげんしゃたちに命めいじたわが言葉ことばと、わが定さだめとは、あなたがたの先祖せんぞたちに及およんだではないか。それで彼かれらは立たち返かえって言いった、『万軍ばんぐんの主しゅがわれわれの道みちにしたがい、おこないに従したがって、われわれに、なそうと思おもい定さだめられたように、そのとおりされたのだ』と」。
    


    
      7ダリヨスの第だい二年ねんの十一月がつ、すなわちセバテという月つきの二十四日かに、主しゅの言葉ことばがイドの子こベレキヤの子こである預言者よげんしゃゼカリヤに臨のぞんだ。そしてゼカリヤは言いった、 8「わたしは夜よる、見みていると、ひとりの人ひとが赤あか馬うまに乗のって、谷間たにまにあるミルトスの木きの中なかに立たち、その後うしろに赤あか馬うま、栗毛くりげの馬うま、白馬しろうまがいた。 9その時ときわたしが『わが主しゅよ、これらはなんですか』と尋たずねると、わたしと語かたる天てんの使つかいは言いった、『これがなんであるか、あなたに示しめしましょう』。 10すると、ミルトスの木きの中なかに立たっている人ひとが答こたえて、『これらは地ちを見回みまわらせるために、主しゅがつかわされた者ものです』と言いうと、 11彼かれらは答こたえて、ミルトスの中なかに立たっている主しゅの使つかいに言いった、『われわれは地ちを見回みまわったが、全ぜん地ちはすべて平穏へいおんです』。 12すると主しゅの使つかいは言いった、『万軍ばんぐんの主しゅよ、あなたは、いつまでエルサレムとユダの町々まちまちとを、あわれんで下くださらないのですか。あなたはお怒いかりになって、すでに七十年ねんになりました』。 13主しゅはわたしと語かたる天てんの使つかいに、ねんごろな慰なぐさめの言葉ことばをもって答こたえられた。 14そこで、わたしと語かたる天てんの使つかいは言いった、『あなたは呼よばわって言いいなさい。万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられます、わたしはエルサレムのため、シオンのために、大おおいなるねたみを起おこし、 15安やすらかにいる国々くにぐにの民たみに対たいして、大おおいに怒いかる。なぜなら、わたしが少すこしばかり怒いかったのに、彼かれらは、大おおいにこれを悩なやましたからであると。 16それゆえ、主しゅはこう仰おおせられます、わたしはあわれみをもってエルサレムに帰かえる。わたしの家いえはその中なかに建たてられ、測はかりなわはエルサレムに張はられると、万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられます。 17あなたはまた呼よばわって言いいなさい。万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられます、わが町々まちまちは再ふたたび良よい物もので満みちあふれ、主しゅは再ふたたびシオンを慰なぐさめ、再ふたたびエルサレムを選えらぶ』と」。
    


    
      18わたしが目めをあげて見みていると、見みよ、四つの角つのがあった。 19わたしと語かたる天てんの使つかいに「これらはなんですか」と言いうと、彼かれは答こたえて言いった、「これらはユダ、イスラエルおよびエルサレムを散ちらした角つのです」。 20その時とき、主しゅは四人にんの鍛冶かじをわたしに示しめされた。 21わたしが「これらは何なにをするために来きたのですか」と言いうと、彼かれは答こたえた、「これらの角つのはユダを散ちらして、人ひとにその頭あたまをあげさせなかったものですが、この四人にんの者ものが来きたのは彼かれらをおどし、かのユダの地ちにむかって角つのをあげ、これを散ちらした国々くにぐにの民たみの角つのを投なげうつためです」。
    

  


  


  
    第二章


    
      1またわたしが目めをあげて見みていると、見みよ、ひとりの人ひとが、測はかりなわを手てに持もっているので、 2「あなたはどこへ行いくのですか」と尋たずねると、その人ひとはわたしに言いった、「エルサレムを測はかって、その広ひろさと、長ながさを見みようとするのです」。 3すると見みよ、わたしと語かたる天てんの使つかいが出でて行いくと、またひとりの天てんの使つかいが出でてきて、これに出会であって、 4言いった、「走はしって行いって、あの若わかい人ひとに言いいなさい、『エルサレムはその中なかに、人ひとと家畜かちくが多おおくなるので、城壁じょうへきのない村里むらざとのように、人ひとの住すむ所ところとなるでしょう。 5主しゅは仰おおせられます、わたしはその周囲しゅういで火ひの城壁じょうへきとなり、その中なかで栄光えいこうとなる』と」。
    


    
      6主しゅは仰おおせられる、さあ、北きたの地ちから逃にげて来きなさい。わたしはあなたがたを、天てんの四方しほうの風かぜのように散ちらしたからである。 7さあ、バビロンの娘むすめと共ともにいる者ものよ、シオンにのがれなさい。 8あなたがたにさわる者ものは、彼かれの目めの玉たまにさわるのであるから、あなたがたを捕とらえていった国々くにぐにの民たみに、その栄光えいこうにしたがって、わたしをつかわされた万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、 9「見みよ、わたしは彼かれらの上うえに手てを振ふる。彼かれらは自分じぶんに仕つかえた者もののとりことなる。その時ときあなたがたは万軍ばんぐんの主しゅが、わたしをつかわされたことを知しる。 10主しゅは言いわれる、シオンの娘むすめよ、喜よろこび歌うたえ。わたしが来きて、あなたの中なかに住すむからである。 11その日ひには、多おおくの国民こくみんが主しゅに連つらなって、わたしの民たみとなる。わたしはあなたの中なかに住すむ。 12あなたは万軍ばんぐんの主しゅが、わたしをあなたにつかわされたことを知しる。主しゅは聖地せいちで、ユダを自分じぶんの分ぶんとして取とり、エルサレムを再ふたたび選えらばれるであろう」。 13すべて肉にくなる者ものよ、主しゅの前まえに静しずまれ。主しゅはその聖せいなるすみかから立たちあがられたからである。
    

  


  


  
    第三章


    
      1時ときに主しゅは大だい祭司さいしヨシュアが、主しゅの使つかいの前まえに立たち、サタンがその右みぎに立たって、これを訴うったえているのをわたしに示しめされた。 2主しゅはサタンに言いわれた、「サタンよ、主しゅはあなたを責せめるのだ。すなわちエルサレムを選えらんだ主しゅはあなたを責せめるのだ。これは火ひの中なかから取とり出だした燃もえさしではないか」。 3ヨシュアは汚けがれた衣ころもを着きて、み使つかいの前まえに立たっていたが、 4み使つかいは自分じぶんの前まえに立たっている者ものどもに言いった、「彼かれの汚けがれた衣ころもを脱ぬがせなさい」。またヨシュアに向むかって言いった、「見みよ、わたしはあなたの罪つみを取とり除のぞいた。あなたに祭服さいふくを着きせよう」。 5わたしは言いった、「清きよい帽子ぼうしを頭あたまにかぶらせなさい」。そこで清きよい帽子ぼうしを頭あたまにかぶらせ、衣ころもを彼かれに着きせた。主しゅの使つかいはかたわらに立たっていた。
    


    
      6主しゅの使つかいは、ヨシュアを戒いましめて言いった、 7「万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、あなたがもし、わたしの道みちに歩あゆみ、わたしの務つとめを守まもるならば、わたしの家いえをつかさどり、わたしの庭にわを守まもることができる。わたしはまた、ここに立たっている者ものどもの中なかに行いき来きすることを得えさせる。 8大だい祭司さいしヨシュアよ、あなたも、あなたの前まえにすわっている同僚どうりょうたちも聞ききなさい。彼かれらはよいしるしとなるべき人々ひとびとだからである。見みよ、わたしはわたしのしもべなる枝えだを生しょうじさせよう。 9万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、見みよ、ヨシュアの前まえにわたしが置おいた石いしの上うえに、すなわち七つの目めをもっているこの一つの石いしの上うえに、わたしはみずから文字もじを彫刻ちょうこくする。そしてわたしはこの地ちの罪つみを、一日にちの内うちに取とり除のぞく。 10万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、その日ひには、あなたがたはめいめいその隣となり人びとを招まねいて、ぶどうの木きの下した、いちじくの木きの下したに座ざすのである」。
    

  


  


  
    第四章


    
      1わたしと語かたった天てんの使つかいがまた来きて、わたしを呼よびさました。わたしは眠ねむりから呼よびさまされた人ひとのようであった。 2彼かれがわたしに向むかって「何なにを見みるか」と言いったので、わたしは言いった、「わたしが見みていると、すべて金きんで造つくられた燭台しょくだいが一つあって、その上うえに油あぶらを入いれる器うつわがあり、また燭台しょくだいの上うえに七つのともしび皿さらがあり、そのともしび皿さらは燭台しょくだいの上うえにあって、これにおのおの七本ほんずつの管かんがあります。 3また燭台しょくだいのかたわらに、オリブの木きが二本ほんあって、一本ぽんは油あぶらをいれる器うつわの右みぎにあり、一本ぽんはその左ひだりにあります」。 4わたしはまたわたしと語かたる天てんの使つかいに言いった、「わが主しゅよ、これらはなんですか」。 5わたしと語かたる天てんの使つかいは答こたえて、「あなたはそれがなんであるか知しらないのですか」と言いったので、わたしは「わが主しゅよ、知しりません」と言いった。 6すると彼かれはわたしに言いった、「ゼルバベルに、主しゅがお告つげになる言葉ことばはこれです。万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられる、これは権勢けんせいによらず、能力のうりょくによらず、わたしの霊れいによるのである。 7大おおいなる山やまよ、おまえは何者なにものか。おまえはゼルバベルの前まえに平地へいちとなる。彼かれは『恵めぐみあれ、これに恵めぐみあれ』と呼よばわりながら、かしら石いしを引ひき出だすであろう」。 8主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんで言いうには、 9「ゼルバベルの手てはこの宮みやの礎いしずえをすえた。彼かれの手てはこれを完成かんせいする。その時ときあなたがたは万軍ばんぐんの主しゅが、わたしをあなたがたにつかわされたことを知しる。 10だれでも小ちいさい事ことの日ひをいやしめた者ものは、ゼルバベルの手てに、下さげ振ふりのあるのを見みて、喜よろこぶ。
    


    
      これらの七つのものは、あまねく全ぜん地ちを行いき来きする主しゅの目めである」。 11わたしはまた彼かれに尋たずねて、「燭台しょくだいの左右さゆうにある、この二本ほんのオリブの木きはなんですか」と言いい、 12重かさねてまた「この二本ほんの金きんの管くだによって、油あぶらをそれから注そそぎ出だすオリブの二枝えだはなんですか」と言いうと、 13彼かれはわたしに答こたえて、「あなたはそれがなんであるか知しらないのですか」と言いったので、「わが主しゅよ、知しりません」と言いった。 14すると彼かれは言いった、「これらはふたりの油あぶらそそがれた者もので、全ぜん地ちの主しゅのかたわらに立たつ者ものです」。
    

  


  


  
    第五章


    
      1わたしがまた目めをあげて見みていると、飛とんでいる巻物まきものを見みた。 2彼かれがわたしに「何なにを見みるか」と言いったので、「飛とんでいる巻物まきものを見みます。その長ながさは二十キュビト、その幅はばは十キュビトです」と答こたえた。 3すると彼かれはまた、わたしに言いった、「これは全ぜん地ちのおもてに出でて行いく、のろいの言葉ことばです。すべて盗ぬすむ者ものはこれに照てらして除のぞき去さられ、すべて偽いつわり誓ちかう者ものは、これに照てらして除のぞき去さられるのです。 4万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられます、わたしはこれを出でて行いかせる。これは盗ぬすむ者ものの家いえに入はいり、またわたしの名なをさして偽いつわり誓ちかう者ものの家いえに入はいり、その家いえの中なかに宿やどって、これをその木きと石いしと共ともに滅ほろぼすと」。
    


    
      5わたしと語かたる天てんの使つかいは進すすんで来きて、わたしに「目めをあげて、この出でてきた物ものが、なんであるかを見みなさい」と言いった。 6わたしが「これはなんですか」と言いうと、彼かれは「この出でてきた物ものは、エパ枡ますです」と言いい、また「これは全ぜん地ちの罪つみです」と言いった。 7そして見みよ、鉛なまりのふたを取とりあげると、そのエパ枡ますの中なかにひとりの女おんながすわっていた。 8すると彼かれは「これは罪悪ざいあくである」と言いって、その女おんなをエパ枡ますの中なかに押おし入いれ、鉛なまりの重おもしを、その枡ますの口くちに投なげかぶせた。 9それからわたしが目めをあげて見みていると、ふたりの女おんなが出でてきた。これに、こうのとりの翼つばさのような翼つばさがあり、その翼つばさに風かぜをはらんで、エパ枡ますを天てんと地ちとの間あいだに持もちあげた。 10わたしは、わたしと語かたる天てんの使つかいに言いった、「彼かれらはエパ枡ますを、どこへ持もって行いくのですか」。 11彼かれはわたしに言いった、「シナルの地ちで、女おんなたちのために家いえを建たてるのです。それが建たてられると、彼かれらはエパ枡ますをそこにすえ、それの土台どだいの上うえに置おくのです」。
    

  


  


  
    第六章


    
      1わたしがまた目めをあげて見みていると、四両りょうの戦車せんしゃが二つの山やまの間あいだから出でてきた。その山やまは青銅せいどうの山やまであった。 2第だい一の戦車せんしゃには赤あか馬うまを着つけ、第だい二の戦車せんしゃには黒くろ馬うまを着つけ、 3第だい三の戦車せんしゃには白馬しろうまを着つけ、第だい四の戦車せんしゃには、まだらのねずみ色いろの馬うまを着つけていた。 4わたしは、わたしと語かたるみ使つかいに尋たずねた、「わが主しゅよ、これらはなんですか」。 5天てんの使つかいは答こたえて、わたしに言いった、「これらは全ぜん地ちの主しゅの前まえに現あらわれて後のち、天てんの四方しほうに出でて行いくものです。 6黒くろ馬うまを着つけた戦車せんしゃは、北きたの国くにをさして出でて行いき、白馬しろうまは西にしの国くにをさして出でて行いき、まだらの馬うまは南みなみの国くにをさして出でて行いくのです」。 7馬うまが出でてくると、彼かれらは、地ちをあまねくめぐるために、しきりに出でたがるのであった。それで彼かれが「行いって、地ちをあまねくめぐれ」と言いうと、彼かれらは地ちを行いきめぐった。 8すると彼かれはわたしを呼よんで、「北きたの国くにをさして行いく者ものどもは、北きたの国くにでわたしの心こころを静しずまらせてくれた」と言いった。
    


    
      9主しゅの言葉ことばがまたわたしに臨のぞんだ、 10「バビロンから帰かえってきたかの捕囚ほしゅうの中なかから、ヘルダイ、トビヤおよびエダヤを連つれて、その日ひにゼパニヤの子こヨシヤの家いえに行いき、 11彼かれらから金銀きんぎんを受うけ取とって、一つの冠かんむりを造つくり、それをヨザダクの子こである大だい祭司さいしヨシュアの頭あたまにかぶらせて、 12彼かれに言いいなさい、『万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、見みよ、その名なを枝えだという人ひとがある。彼かれは自分じぶんの場所ばしょで成長せいちょうして、主しゅの宮みやを建たてる。 13すなわち彼かれは主しゅの宮みやを建たて、王おうとしての光栄こうえいを帯おび、その位くらいに座ざして治おさめる。その位くらいのかたわらに、ひとりの祭司さいしがいて、このふたりの間あいだに平和へいわの一致いっちがある』。 14またその冠かんむりはヘルダイ、トビヤ、エダヤおよびゼパニヤの子こヨシヤの記念きねんとして、主しゅの宮みやに納おさめられる。
    


    
      15また遠とおい所ところの者ものどもが来きて、主しゅの宮みやを建たてることを助たすける。そしてあなたがたは万軍ばんぐんの主しゅが、わたしをつかわされたことを知しるようになる。あなたがたがもし励はげんで、あなたがたの神かみ、主しゅの声こえに聞きき従したがうならば、このようになる」。
    

  


  


  
    第七章


    
      1ダリヨス王おうの第だい四年ねんの九月がつ、すなわちキスリウという月つきの四日かに、主しゅの言葉ことばがゼカリヤに臨のぞんだ。 2その時ときベテルの人々ひとびとは、シャレゼル、レゲン・メレクおよびその従者じゅうしゃをつかわして、主しゅの恵めぐみを請こい、 3かつ万軍ばんぐんの主しゅの宮みやにいる祭司さいしに問とわせ、かつ預言者よげんしゃに問とわせて言いった、「わたしは今いままで、多年たねんおこなってきたように、五月がつに泣なき悲かなしみ、かつ断食だんじきすべきでしょうか」。 4この時とき、万軍ばんぐんの主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 5「地ちのすべての民たみ、および祭司さいしに告つげて言いいなさい、あなたがたが七十年ねんの間あいだ、五月がつと七月がつとに断食だんじきし、かつ泣なき悲かなしんだ時とき、はたして、わたしのために断食だんじきしたか。 6あなたがたが食くい飲のみする時とき、それは全まったく自分じぶんのために食くい、自分じぶんのために飲のむのではないか。 7昔むかしエルサレムがその周囲しゅういの町々まちまちと共ともに、人ひとが住すみ、栄さかえていた時とき、また南みなみの地ちおよび平野へいやにも、人ひとが住すんでいた時ときに、さきの預言者よげんしゃたちによって、主しゅがお告つげになった言葉ことばは、これらの事ことではなかったか」。
    


    
      8主しゅの言葉ことばが、またゼカリヤに臨のぞんだ、 9「万軍ばんぐんの主しゅはこう仰おおせられる、真実しんじつのさばきを行おこない、互たがいに相あいいつくしみ、相あいあわれみ、 10やもめ、みなしご、寄留きりゅうの他国たこく人じんおよび貧まずしい人ひとを、しえたげてはならない。互たがいに人ひとを害がいすることを、心こころに図はかってはならない」。 11ところが、彼かれらは聞きくことを拒こばみ、肩かたをそびやかし、耳みみを鈍にぶくして聞ききいれず、 12その心こころを金剛石こんごうせきのようにして、万軍ばんぐんの主しゅがそのみたまにより、さきの預言者よげんしゃによって伝つたえられた、律法りっぽうと言葉ことばとに聞きき従したがわなかった。それゆえ、大おおいなる怒いかりが、万軍ばんぐんの主しゅから出でて、彼かれらに臨のぞんだのである。 13「わたしが呼よばわったけれども、彼かれらは聞きこうとしなかった。そのとおりに、彼かれらが呼よばわっても、わたしは聞きかない」と万軍ばんぐんの主しゅは仰おおせられる。 14「わたしは、つむじ風かぜをもって、彼かれらを未知みちのもろもろの国民こくみんの中なかに散ちらした。こうして彼かれらが去さった後のち、この地ちは荒あれて行いき来きする者ものもなく、この麗うるわしい地ちは荒あれ地ちとなったのである」。
    

  


  


  
    第八章


    
      1万軍ばんぐんの主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 2「万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、『わたしはシオンのために、大おおいなるねたみを起おこし、またこれがために、大おおいなる憤いきどおりをもってねたむ』。 3主しゅはこう仰おおせられる、『わたしはシオンに帰かえって、エルサレムの中なかに住すむ。エルサレムは忠信ちゅうしんな町まちととなえられ、万軍ばんぐんの主しゅの山やまは聖せいなる山やまと、となえられる』。 4万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、『エルサレムの街路がいろには再ふたたび老おいた男おとこ、老おいた女おんなが座ざするようになる。みな年寄としよりの人々ひとびとで、おのおのつえを手てに持もつ。 5またその町まちの街路がいろには、男おとこの子こ、女おんなの子こが満みちて、街路がいろに遊あそび戯たわむれる』。 6万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、『その日ひには、たとい、この民たみの残のこれる者ものの目めに、不思議ふしぎな事ことであっても、それはわたしの目めにも、不思議ふしぎな事ことであろうか』と万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 7万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、『見みよ、わが民たみを東ひがしの国くにから、また西にしの国くにから救すくい出だし、 8彼かれらを連つれてきて、エルサレムに住すまわせ、彼かれらはわが民たみとなり、わたしは彼かれらの神かみとなって、共ともに真実しんじつと正義せいぎとをもって立たつ』」。
    


    
      9万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、「万軍ばんぐんの主しゅの家いえである宮みやを建たてるために、その礎いしずえをすえた日ひからこのかた、預言者よげんしゃたちの口くちから出でたこれらの言葉ことばを、きょう聞きく者ものよ、あなたがたの手てを強つよくせよ。 10この日ひの以前いぜんには、人ひとも働はたらきの価あたいを得えず、獣けものも働はたらきの価あたいを得えず、また出でる者ものもはいる者ものも、あだのために安全あんぜんではなかった。わたしはまた人々ひとびとを相あいたがいにそむかせた。 11しかし今いまは、わたしのこの民たみの残のこれる者ものに対たいすることは、さきの日ひのようではないと、万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる。 12そこには、平和へいわと繁栄はんえいとの種たねがまかれるからである。すなわちぶどうの木きは実みを結むすび、地ちは産物さんぶつを出だし、天てんは露つゆを与あたえる。わたしはこの民たみの残のこれる者ものに、これをことごとく与あたえる。 13ユダの家いえおよびイスラエルの家いえよ、あなたがたが、国々くにぐにの民たみの中なかに、のろいとなっていたように、わたしはあなたがたを救すくって祝福しゅくふくとする。恐おそれてはならない。あなたがたの手てを強つよくせよ」。
    


    
      14万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、「あなたがたの先祖せんぞが、わたしを怒いからせた時ときに、災わざわいを下くだそうと思おもって、これをやめなかったように、——万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる—— 15そのように、わたしはまた今日こんにち、エルサレムとユダの家いえに恵めぐみを与あたえよう。恐おそれてはならない。 16あなたがたのなすべき事ことはこれである。あなたがたは互たがいに真実しんじつを語かたり、またあなたがたの門もんで、真実しんじつと平和へいわのさばきとを、行おこなわなければならない。 17あなたがたは、互たがいに人ひとを害がいすることを、心こころに図はかってはならない。偽いつわりの誓ちかいを好このんではならない。わたしはこれらの事ことを憎にくむからであると、主しゅは言いわれる」。
    


    
      18万軍ばんぐんの主しゅの言葉ことばがわたしに臨のぞんだ、 19「万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、四月がつの断食だんじきと、五月がつの断食だんじきと、七月がつの断食だんじきと、十月がつの断食だんじきとは、ユダの家いえの喜よろこび楽たのしみの時ときとなり、よき祝いわいの時ときとなる。ゆえにあなたがたは、真実しんじつと平和へいわとを愛あいせよ。
    


    
      20万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、もろもろの民たみおよび多おおくの町まちの住民じゅうみん、すなわち、一つの町まちの住民じゅうみんは、他たの町まちの人々ひとびとのところに行いき、 21『われわれは、ただちに行いって、主しゅの恵めぐみを請こい、万軍ばんぐんの主しゅに呼よび求もとめよう』と言いうと、『わたしも行いこう』と言いう。 22多おおくの民たみおよび強つよい国民こくみんはエルサレムに来きて、万軍ばんぐんの主しゅを求もとめ、主しゅの恵めぐみを請こう。 23万軍ばんぐんの主しゅは、こう仰おおせられる、その日ひには、もろもろの国くにことばの民たみの中なかから十人にんの者ものが、ひとりのユダヤ人ひとの衣ころものすそをつかまえて、『あなたがたと一緒いっしょに行いこう。神かみがあなたがたと共ともにいますことを聞きいたから』と言いう」。
    

  


  


  
    第九章


    
      
        1託宣たくせん

        主しゅの言葉ことばはハデラクの地ちに臨のぞみ、

        ダマスコの上うえにとどまる。

        アラムの町々まちまちはイスラエルのすべての部族ぶぞくのように主しゅに属ぞくするからである。

        2これに境さかいするハマテもまたそのとおりだ。

        非常ひじょうに賢かしこいが、ツロとシドンもまた同様どうようである。

        3ツロは自分じぶんのために、とりでを築きずき、

        銀ぎんをちりのように積つみ、

        金きんを道みちばたの泥どろのように積つんだ。

        4しかし見みよ、主しゅはこれを攻せめ取とり、

        その富とみを海うみの中なかに投なげ入いれられる。

        これは火ひで焼やき滅ほろぼされる。

        5アシケロンはこれを見みて恐おそれ、

        ガザもまた見みてもだえ苦くるしみ、

        エクロンもまたその望のぞむ所ところのものが

        はずかしめられて苦くるしむ。

        ガザには王おうが絶たえ、

        アシケロンには住すむ者ものがなくなり、

        6アシドドには混血こんけつの民たみが住すむ。

        わたしはペリシテびとの誇ほこりを断たつ。

        7またその口くちから血ちを取とり除のぞき、

        その歯はの間あいだから憎にくむべき物ものを取とり除のぞく。

        これもまた残のこってわれわれの神かみに帰きし、

        ユダの一いち民族みんぞくのようになる。

        またエクロンはエブスびとのようになる。

        8その時ときわたしは、わが家いえのために営えいを張はって、

        見張みはりをし、行いき来きする者もののないようにする。

        しえたげる者ものは、かさねて通とおることがない。

        わたしが今いま、自分じぶんの目めで見みているからである。

      


      
        9シオンの娘むすめよ、大おおいに喜よろこべ、

        エルサレムの娘むすめよ、呼よばわれ。

        見みよ、あなたの王おうはあなたの所ところに来くる。

        彼かれは義ぎなる者ものであって勝利しょうりを得え、

        柔和にゅうわであって、ろばに乗のる。

        すなわち、ろばの子こである子こ馬うまに乗のる。

        10わたしはエフライムから戦車せんしゃを断たち、

        エルサレムから軍馬ぐんばを断たつ。

        また、いくさ弓ゆみも断たたれる。

        彼かれは国々くにぐにの民たみに平和へいわを告つげ、

        その政治せいじは海うみから海うみに及および、

        大川おおかわから地ちの果はてにまで及およぶ。

      


      
        11あなたについてはまた、

        あなたとの契約けいやくの血ちのゆえに、

        わたしはかの水みずのない穴あなから、

        あなたの捕とらわれ人びとを解とき放はなす。

        12望のぞみをいだく捕とらわれ人びとよ、あなたの城しろに帰かえれ。

        わたしはきょうもなお告つげて言いう、

        必かならず倍ばいして、あなたをもとに返かえすことを。

        13わたしはユダを張はって、わが弓ゆみとなし、

        エフライムをその矢やとした。

        シオンよ、わたしはあなたの子こらを呼よび起おこして、

        ギリシヤの人々ひとびとを攻せめさせ、

        あなたを勇士ゆうしのつるぎのようにさせる。

        14その時とき、主しゅは彼かれらの上うえに現あらわれて、

        その矢やをいなずまのように射いられる。

        主しゅなる神かみはラッパを吹ふきならし、

        南みなみのつむじ風かぜに乗のって出でてこられる。

        15万軍ばんぐんの主しゅは彼かれらを守まもられるので、

        彼かれらは石いし投なげどもを食くい尽つくし、踏ふみつける。

        彼かれらはまたぶどう酒しゅのように彼かれらの血ちを飲のみ、

        鉢はちのようにそれで満みたされ、

        祭壇さいだんのすみのように浸ひたされる。

      


      
        16その日ひ、彼かれらの神かみ、主しゅは、彼かれらを救すくい、

        その民たみを羊ひつじのように養やしなわれる。

        彼かれらは冠かんむりの玉たまのように、その地ちに輝かがやく。

        17そのさいわい、その麗うるわしさは、いかばかりであろう。

        穀物こくもつは若者わかものを栄さかえさせ、

        新あたらしいぶどう酒しゅは、おとめを栄さかえさせる。

      

    

  


  


  
    第十章


    
      
        1あなたがたは春はるの雨あめの時ときに、

        雨あめを主しゅに請こい求もとめよ。

        主しゅはいなずまを造つくり、大雨おおあめを人々ひとびとに賜たまい、

        野のの青草あおくさをおのおのに賜たまわる。

        2テラピムは、たわごとを言いい、

        占うらない師しは偽いつわりを見み、

        夢見ゆめみる者ものは偽いつわりの夢ゆめを語かたり、

        むなしい慰なぐさめを与あたえる。

        このゆえに、民たみは羊ひつじのようにさまよい、

        牧者ぼくしゃがないために悩なやむ。

      


      
        3「わが怒いかりは牧者ぼくしゃにむかって燃もえ、

        わたしは雄おやぎを罰ばっする。

        万軍ばんぐんの主しゅが、その群むれの羊ひつじであるユダの家いえを顧かえりみ、

        これをみごとな軍馬ぐんばのようにされるからである。

        4隅すみ石いしは彼かれらから出で、

        天幕てんまくの杭くいも彼かれらから出で、

        いくさ弓ゆみも彼かれらから出で、

        支配者しはいしゃも皆みな彼かれらの中なかから出でる。

        5彼かれらが戦たたかう時ときは勇士ゆうしのようになって、

        道みちばたの泥どろの中なかに敵てきを踏ふみにじる。

        主しゅが彼かれらと共ともにおられるゆえに彼かれらは戦たたかい、

        馬うまに乗のる者ものどもを困こまらせる。

        6わたしはユダの家いえを強つよくし、ヨセフの家いえを救すくう。

        わたしは彼かれらをあわれんで、彼かれらを連つれ帰かえる。

        彼かれらはわたしに捨すてられたことのないようになる。

        わたしは彼かれらの神かみ、主しゅであって、

        彼かれらに答こたえるからである。

        7エフライムびとは勇士ゆうしのようになり、

        その心こころは酒さけを飲のんだように喜よろこぶ。

        その子こ供ともらはこれを見みて喜よろこび、

        その心こころは主しゅによって楽たのしむ。

        8わたしは彼かれらに向むかい、口笛くちぶえを吹ふいて彼かれらを集あつめる、

        わたしが彼かれらをあがなったからである。

        彼かれらは昔むかしのように数多かずおおくなる。

        9わたしは彼かれらを国々くにぐにの民たみの中なかに散ちらした。

        しかし彼かれらは遠とおい国々くにぐにでわたしを覚おぼえ、

        その子供こどもらと共ともに生いきながらえて帰かえってくる。

        10わたしは彼かれらをエジプトの国くにから連つれ帰かえり、

        アッスリヤから彼かれらを集あつめる。

        わたしはギレアデの地ちおよびレバノンに

        彼かれらを連つれて行いく。

        彼かれらはいる所ところもないほどに多おおくなる。

        11彼かれらはエジプトの海うみを通とおる。

        海うみの波なみは撃うたれ、

        ナイルの淵ふちはことごとくかれた。

        アッスリヤの高たかぶりは低ひくくされ、

        エジプトのつえは移うつり去さる。

        12わたしは彼かれらを主しゅによって強つよくする。

        彼かれらは主しゅの名なを誇ほこる」と

        主しゅは言いわれる。

      

    

  


  


  
    第十一章


    
      1レバノンよ、おまえの門もんを開ひらき、

      おまえの香柏こうはくを火ひに焼やき滅ほろぼさせよ。

      2いとすぎよ、泣なき叫さけべ。

      香柏こうはくは倒たおれ、

      みごとな木きは、そこなわれたからである。

      バシャンのかしよ、泣なき叫さけべ。

      茂しげった林はやしは倒たおれたからである。

      3聞きけ、牧者ぼくしゃの泣なき叫さけぶ声こえを。

      彼かれらの栄さかえが消きえ去さったからである。

      聞きけ、ししのほえる声こえを。

      ヨルダンの草くさむらが荒あれ果はてたからである。

    


    
      4わが神かみ、主しゅはこう仰おおせられた、「ほふらるべき羊ひつじの群むれの牧者ぼくしゃとなれ。 5これを買かう者ものは、これをほふっても罰ばっせられない。これを売うる者ものは言いう、『主しゅはほむべきかな、わたしは富とんだ』と。そしてその牧者ぼくしゃは、これをあわれまない。 6わたしは、もはやこの地ちの住民じゅうみんをあわれまないと、主しゅは言いわれる。見みよ、わたしは人ひとをおのおのその牧者ぼくしゃの手てに渡わたし、おのおのその王おうの手てに渡わたす。彼かれらは地ちを荒あらす。わたしは彼かれらの手てからこれを救すくい出ださない」。
    


    
      7わたしは羊ひつじの商人しょうにんのために、ほふらるべき羊ひつじの群むれの牧者ぼくしゃとなった。わたしは二本ほんのつえを取とり、その一本ぽんを恵めぐみと名なづけ、一本ぽんを結むすびと名なづけて、その羊ひつじを牧ぼくした。 8わたしは一か月げつに牧者ぼくしゃ三人にんを滅ほろぼした。わたしは彼かれらに、がまんしきれなくなったが、彼かれらもまた、わたしを忌いみきらった。 9それでわたしは言いった、「わたしはあなたがたの牧者ぼくしゃとならない。死しぬ者ものは死しに、滅ほろびる者ものは滅ほろび、残のこった者ものはたがいにその肉にくを食くいあうがよい」。 10わたしは恵めぐみというつえを取とって、これを折おった。これはわたしがもろもろの民たみと結むすんだ契約けいやくを、廃はいするためであった。 11そしてこれは、その日ひに廃はいされた。そこで、わたしに目めを注そそいでいた羊ひつじの商人しょうにんらは、これが主しゅの言葉ことばであったことを知しった。 12わたしは彼かれらに向むかって、「あなたがたがもし、よいと思おもうならば、わたしに賃銀ちんぎんを払はらいなさい。もし、いけなければやめなさい」と言いったので、彼かれらはわたしの賃銀ちんぎんとして、銀ぎん三十シケルを量はかった。 13主しゅはわたしに言いわれた、「彼かれらによって、わたしが値ね積つられたその尊たっとい価あたいを、宮みやのさいせん箱はこに投なげ入いれよ」。わたしは銀ぎん三十シケルを取とって、これを主しゅの宮みやのさいせん箱はこに投なげ入いれた。 14そしてわたしは結むすびという第だい二のつえを折おった。これはユダとイスラエルの間あいだの、兄弟きょうだい関係かんけいを廃はいするためであった。
    


    
      15主しゅはわたしに言いわれた、「おまえはまた愚おろかな牧者ぼくしゃの器うつわを取とれ。 16見みよ、わたしは地ちにひとりの牧者ぼくしゃを起おこす。彼かれは滅ほろぼされる者ものを顧かえりみず、迷まよえる者ものを尋たずねず、傷きずついた者ものをいやさず、健すこやかな者ものを養やしなわず、肥こえた者ものの肉にくを食くらい、そのひずめをさえ裂さく者ものである。

      
        17その羊ひつじの群むれを捨すてる愚おろかな牧者ぼくしゃはわざわいだ。

        どうか、つるぎがその腕うでを撃うち、

        その右みぎの目めを撃うつように。

        その腕うでは全まったく衰おとろえ、

        その右みぎの目めは全まったく見みえなくなるように」。

      

    

  


  


  
    第十二章


    
      1託宣たくせん
    


    
      イスラエルについての主しゅの言葉ことば。すなわち天てんをのべ、地ちの基もといをすえ、人ひとの霊れいをその中なかに造つくられた主しゅは、こう仰おおせられる、 2「見みよ、わたしはエルサレムを、その周囲しゅういにあるすべての民たみをよろめかす杯さかずきにしようとしている。これはエルサレムの攻せめ囲かこまれる時とき、ユダにも及およぶ。 3その日ひには、わたしはエルサレムをすべての民たみに対たいして重おもい石いしとする。これを持もちあげる者ものはみな大だい傷きずを受うける。地ちの国々くにぐにの民たみは皆みな集あつまって、これを攻せめる。 4主しゅは言いわれる、その日ひには、わたしはすべての馬うまを撃うって驚おどろかせ、その乗のり手てを撃うって狂くるわせる。しかし、もろもろの民たみの馬うまを、ことごとく撃うって、めくらとするとき、ユダの家いえに対たいしては、わたしの目めを開ひらく。 5その時ときユダの諸しょ族ぞくは、その心こころの中なかに『エルサレムの住民じゅうみんは、その神かみ、万軍ばんぐんの主しゅによって力強ちからづよくなった』と言いう。 6その日ひには、わたしはユダの諸しょ族ぞくを、たきぎの中なかの火皿ひざらのようにし、麦むぎ束たばの中なかのたいまつのようにする。彼かれらは右みぎに左ひだりに、その周囲しゅういにあるすべての民たみを、焼やき滅ほろぼす。しかしエルサレムはなお、そのもとの所ところ、すなわちエルサレムで、人ひとの住すむ所ところとなる。
    


    
      7主しゅはまずユダの幕屋まくやを救すくわれる。これはダビデの家いえの光栄こうえいと、エルサレムの住民じゅうみんの光栄こうえいとが、ユダの光栄こうえいにまさることのないようにするためである。 8その日ひ、主しゅはエルサレムの住民じゅうみんを守まもられる。彼かれらの中なかの弱よわい者ものも、その日ひには、ダビデのようになる。またダビデの家いえは神かみのように、彼かれらに先さきだつ主しゅの使つかいのようになる。 9その日ひには、わたしはエルサレムに攻せめて来くる国民こくみんを、ことごとく滅ほろぼそうと努つとめる。
    


    
      10わたしはダビデの家いえおよびエルサレムの住民じゅうみんに、恵めぐみと祈いのりの霊れいとを注そそぐ。彼かれらはその刺さした者ものを見みる時とき、ひとり子このために嘆なげくように彼かれのために嘆なげき、ういごのために悲かなしむように、彼かれのためにいたく悲かなしむ。 11その日ひには、エルサレムの嘆なげきは、メギドの平野へいやにあったハダデ・リンモンのための嘆なげきのように大おおきい。 12国くにじゅう、氏族しぞくおのおの別わかれて嘆なげく。すなわちダビデの家いえの氏族しぞくは別わかれて嘆なげき、その妻つまたちも別わかれて嘆なげく。ナタンの家いえの氏族しぞくは別わかれて嘆なげき、その妻つまたちも別わかれて嘆なげく。 13レビの家いえの氏族しぞくは別わかれて嘆なげき、その妻つまたちも別わかれて嘆なげく。シメイの氏族しぞくは別わかれて嘆なげき、その妻つまたちも別わかれて嘆なげく。 14その他たの氏族しぞくも皆みな別わかれて嘆なげき、その妻つまたちも別わかれて嘆なげくのである。
    

  


  


  
    第十三章


    
      1その日ひには、罪つみと汚けがれとを清きよめる一ひとつの泉いずみが、ダビデの家いえとエルサレムの住民じゅうみんとのために開ひらかれる。
    


    
      2万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、その日ひには、わたしは地ちから偶像ぐうぞうの名なを取とり除のぞき、重かさねて人ひとに覚おぼえられることのないようにする。わたしはまた預言者よげんしゃおよび汚けがれの霊れいを、地ちから去さらせる。 3もし、人ひとが今後こんご預言よげんするならば、その産うみの父母ふぼはこれにむかって、『あなたは主しゅの名なをもって偽いつわりを語かたるゆえ、生いきていることができない』と言いい、その産うみの父母ふぼは彼かれが預言よげんしている時とき、彼かれを刺さすであろう。 4その日ひには、預言者よげんしゃたちは皆みな預言よげんする時とき、その幻まぼろしを恥はじる。また人ひとを欺あざむくための毛けの上着うわぎを着きない。 5そして『わたしは預言者よげんしゃではない、わたしは土地とちを耕たがやす者ものだ。若わかい時ときから土地とちを持もっている』と言いう。 6もし、人ひとが彼かれに『あなたの背中せなかの傷きずは何なにか』と尋たずねるならば、『これはわたしの友ともだちの家いえで受うけた傷きずだ』と、彼かれは言いうであろう」。
    


    
      7万軍ばんぐんの主しゅは言いわれる、

      
        「つるぎよ、立たち上あがってわが牧者ぼくしゃを攻せめよ。

        わたしの次つぎに立たつ人ひとを攻せめよ。

        牧者ぼくしゃを撃うて、その羊ひつじは散ちる。

        わたしは手てをかえして、小ちいさい者ものどもを攻せめる。

        8主しゅは言いわれる、全ぜん地ちの人ひとの三分ぶんの二は断たたれて死しに、

        三分ぶんの一は生いき残のこる。

        9わたしはこの三分ぶんの一を火ひの中なかに入いれ、

        銀ぎんをふき分わけるように、これをふき分わけ、

        金きんを精錬せいれんするように、これを精錬せいれんする。

        彼かれらはわたしの名なを呼よび、わたしは彼かれらに答こたえる。

        わたしは『彼かれらはわが民たみである』と言いい、彼かれらは『主しゅはわが神かみである』と言いう」。

      

    

  


  


  
    第十四章


    
      1見みよ、主しゅの日ひが来くる。その時ときあなたの奪うばわれた物ものは、あなたの中なかで分わかたれる。 2わたしは万国ばんこくの民たみを集あつめて、エルサレムを攻せめ撃うたせる。町まちは取とられ、家いえはかすめられ、女おんなは犯おかされ、町まちの半なかばは捕とらえられて行いく。しかし残のこりの民たみは町まちから断たたれることはない。 3その時とき、主しゅは出でてきて、いくさの日ひにみずから戦たたかわれる時ときのように、それらの国くにびとと戦たたかわれる。 4その日ひには彼かれの足あしが、東ひがしの方ほうエルサレムの前まえにあるオリブ山やまの上うえに立たつ。そしてオリブ山やまは、非常ひじょうに広ひろい一つの谷たにによって、東ひがしから西にしに二つに裂さけ、その山やまの半なかばは北きたに、半なかばは南みなみに移うつり、 5わが山やまの谷たにはふさがれる。裂さけた山やまの谷たにが、そのかたわらに接触せっしょくするからである。そして、あなたがたはユダの王おうウジヤの世よに、地震じしんを避さけて逃にげたように逃にげる。こうして、あなたがたの神かみ、主しゅはこられる、もろもろの聖者せいじゃと共ともにこられる。
    


    
      6その日ひには、寒さむさも霜しももない。 7そこには長ながい連続れんぞくした日ひがある（主しゅはこれを知しられる）。これには昼ひるもなく、夜よるもない。夕暮ゆうぐれになっても、光ひかりがあるからである。
    


    
      8その日ひには、生いける水みずがエルサレムから流ながれ出でて、その半なかばは東ひがしの海うみに、その半なかばは西にしの海うみに流ながれ、夏なつも冬ふゆもやむことがない。
    


    
      9主しゅは全ぜん地ちの王おうとなられる。その日ひには、主しゅひとり、その名な一つのみとなる。
    


    
      10全ぜん地ちはゲバからエルサレムの南みなみリンモンまで、平地へいちのように変かわる。しかしエルサレムは高たかくなって、そのもとの所ところにとどまり、ベニヤミンの門もんから、先さきにあった門もんの所ところに及および、隅すみの門もんに至いたり、ハナネルのやぐらから、王おうの酒さかぶねにまで及およぶ。 11その中なかには人ひとが住すみ、もはやのろいはなく、エルサレムは安やすらかに立たつ。
    


    
      12エルサレムを攻撃こうげきしたもろもろの民たみを、主しゅは災わざわいをもって撃うたれる。すなわち彼かれらはなお足あしで立たっているうちに、その肉にくは腐くされ、目めはその穴あなの中なかで腐くされ、舌したはその口くちの中なかで腐くされる。 13その日ひには、主しゅは彼かれらを大おおいにあわてさせられるので、彼かれらはおのおのその隣となり人びとを捕とらえ、手てをあげてその隣となり人びとを攻せめる。 14ユダもまた、エルサレムに敵てきして戦たたかう。その周囲しゅういのすべての国くにびとの財宝ざいほう、すなわち金銀きんぎん、衣服いふくなどが、はなはだ多おおく集あつめられる。 15また馬うま、騾ら、らくだ、ろば、およびその陣営じんえいにあるすべての家畜かちくにも、この災わざわいのような災わざわいが臨のぞむ。
    


    
      16エルサレムに攻せめて来きたもろもろの国くにびとの残のこった者ものは、皆みな年々ねんねん上のぼって来きて、王おうなる万軍ばんぐんの主しゅを拝おがみ、仮庵かりほの祭まつりを守まもるようになる。 17地ちの諸しょ族ぞくのうち、王おうなる万軍ばんぐんの主しゅを拝おがむために、エルサレムに上のぼらない者ものの上うえには、雨あめが降ふらない。 18エジプトの人々ひとびとが、もし上のぼってこない時ときには、主しゅが仮庵かりほの祭まつりを守まもるために、上のぼってこないすべての国くにびとを撃うたれるその災わざわいが、彼かれらの上うえに臨のぞむ。 19これが、エジプトびとの受うける罰ばつ、およびすべて仮庵かりほの祭まつりを守まもるために上のぼってこない国くにびとの受うける罰ばつである。
    


    
      20その日ひには、馬うまの鈴すずの上うえに「主しゅに聖せいなる者もの」と、しるすのである。また主しゅの宮みやのなべは、祭壇さいだんの前まえの鉢はちのように、聖せいなる物ものとなる。 21エルサレムおよびユダのすべてのなべは、万軍ばんぐんの主しゅに対たいして聖せいなる物ものとなり、すべて犠牲ぎせいをささげる者ものは来きてこれを取とり、その中なかで犠牲ぎせいの肉にくを煮にることができる。その日ひには、万軍ばんぐんの主しゅの宮みやに、もはや商人しょうにんはいない。
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